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14 ଐᲢஉᲣƔǒƸŴСᨂǛƠƯٳஹᚮၲǛዓƚƯƍǇƢŵ 

 ͤᚮƸŴࡇ࠰ϋŴഏׅƴƓᫍƍƠƯƍǇƢŵϼ૾ሗƸŴҔᕤԼƷ᠞ᡛኺែƕᄩ̬ƞǕƯƍǔ̬

ᚰƕ໯ƍƨǊŴᲬᡵ᧓৲ɨưࣖݣƠƯƍǇƢŵधᎍƞǜƷᡛᡇƸŴʩᡫฑ๛Ǎዅ඗ƕ׉ᩊƷƨǊŴ

ʻᡵ஛ǇưɶഥưƢŵ14 ଐƷٸ᧓ᚮၲƸŴɶഥƠǇƠƨŵᚧբᚮၲƸŴࢼஹᡫǓŴዓƚƯƍǇ

ƢƕŴዅ඗ƴᒊіƠƯƍǇƢŵᢃ᠃৖ƷܷɦƞǜƴƸŴ40 ЎˌɥǋǬǽȪȳǹǿȳȉƴɳǜư

ዅ඗ƠƯǋǒƬƯƍǇƢŵଯଢǍଡ଼৐ǋራᩓƷƨǊŴஇ˯ᨂࡇƴƠƯƍǇƢŵݱဋ࣯ݱဋҾዴƕ

ѣƔƳƍƷưŴ৑ᧈŴነ൨ƞǜŴဋɶƸŴᡫѮƴᒊіƠƯƍǇƢŵ 

15 ଐᲢ້ᲣƔǒŴǫȳȑ෇ѣǛڼǊǇƠƨŵኵӳՃƞǜधᎍƞǜǍᎰՃƔǒǫȳȑƕ݃Ƥǒ

ǕƯƍǇƢŵମଐŴٸŴ22 ଺ 30 Ў᪭Ŵᅕډ߷ჄᙱᢿưעᩗƕƋǓǇƠƨƕŴᎰՃƸŴǈǜƳŴ

ƨƘǇƠƍʴƨƪƹƔǓƳƷưŴٻɣپưƠƨŵᚘဒͣᩓǋŴݱဋҾע؏ưƸܱ଀ƞǕƯƍǇƤ

ǜŵ 

 ᲫᲳଐᲢםᲣኄٳބஹƷҔࠖƸŴᡫѮᩓ៻ƷᣃӳƴǑǓŴஹᨈưƖƳƍӧᏡࣱƕƋǔƷưŴ᣿

୴ଐƷƓଷƷ଺ໜưŴѨӍ৑ᧈƱႻᛩƠƯЙૺƢǔƜƱƴƳǓǇƠƨŵ 

 Ƣǔ࣎ᣐƷ٣ƕ݃ƤǒǕƯƍǇƢŵݣƘƷ૾ƔǒŴǘƔǊȷƜǜƿǛᝤ٥ǛƠƯƍǔൢ˅කƴٶ 

ஔᅇƸŴ৑ᧈƷžዬ࣯ᩗ໎ݣሊۀՃ˟ǛڼǊǇƢᲛſƱƍƏੑƚ٣ƱƱǋƴǹǿȸȈƠǇƢŵ

ؕஜႎƴƸŴǈǜƳŴΨൢưƢᲛ                ʙѦᧈ  ဋɶ࣓࠼ 

 

Ⅴ໯ᚘဒͣᩓⅥ↚↱᝟ↀ↉⅚ⅻ⇂↟→↕ⅳ↭ↈ! 
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非常用電源が照らす

リネン庫 

昨日夜の地震で崩れた病室の壁 

屋上にある非常用電源のための軽油タンク(右)と使用量

をチェックする用紙(中央)、補充用ポリタンク・缶(左) 

ৎش၏ᨈ 

ͣᩓଢͣᩓଢͣᩓଢͣᩓଢƚƷƚƷƚƷƚƷஜᢿஜᢿஜᢿஜᢿƔǒƔǒƔǒƔǒ    
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        ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻ⅻⅱ↺ⅻⅱ↺ⅻⅱ↺ⅻⅱ↺ʙಅ৑ʙಅ৑ʙಅ৑ʙಅ৑↞↞↞↞⅚⅚⅚⅚ʻ̒̒̒ଐɶଐɶଐɶଐɶ↚↚↚↚ஜᢿஜᢿஜᢿஜᢿ↭↖ⅹ↭↖ⅹ↭↖ⅹ↭↖ⅹᫍᫍᫍᫍⅳↆ↭ↈⅳↆ↭ↈⅳↆ↭ↈⅳↆ↭ↈ⅛⅛⅛⅛    

᧓᧓᧓᧓↚↚↚↚ӳӳӳӳ↾↙ⅳ↾↙ⅳ↾↙ⅳ↾↙ⅳئӳئӳئӳئӳ↞↞↞↞⅚⅚⅚⅚ഏഏഏഏ↝↝↝↝ૅੲૅੲૅੲૅੲᨛᨛᨛᨛⅻⅻⅻⅻފފފފↀ↺ↂ↗↗ↆ↭ↈↀ↺ↂ↗↗ↆ↭ↈↀ↺ↂ↗↗ↆ↭ↈↀ↺ↂ↗↗ↆ↭ↈ⅛⅛⅛⅛    

ɼɼɼɼ↙↙↙↙ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻ૅੲཋ᝻    

＊ 非常食  非常用おかゆ・水やお湯でできるごはん 

缶詰（おかず、果物）・レトルト調理済品 

＊ 医療材料 点滴セット・ガーゼ・酒精綿・マスク・ガウン 

注射針などディスポ関係  

＊ カセットコンロとボンベ   

＊ 毛布、携帯カイロ、紙おむつ  

＊ 飲料水 
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停電中の本部        給油の列に並ぶ組織部と     組合員向け募金袋を 

戸塚診の車           作る組織部員 

Ӳᚮၲ৑↧⃴ 

 ৎش၏ᨈ↝ᕤдࡉנⅻ⅚ɧܭܤ↙̓ዅ↚↷→↕⅚ɟᢿݲ

↙ⅾ↙→↕ⅳ↭ↈ⅛࣯↙ႆද⇁ↄ↻↕↱⅚ࣖⅷ↸↻↙ⅳئ

ӳⅻⅱ↹↭ↈ↝↖⅚ଔ↰↝ႆද⇁ⅹᫍⅳᐲↆ↭ↈ⅛ 

               ⃬ৎش၏ᨈ ᕤ⃬ޅ 

島田さんより佐々木副総看

護師長にメールが届きまし

た。「被災地はとうとう本格

的な雪になってしまいまし

た。かなりつもり始めてま

す。私は今日明けで 21 時か

ら入りです。なので、多分

18 日には帰れると思うの

で、20 日の戸塚病院の夜勤

は行けると思います。」 
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ʼᜱʙಅ৑ʼᜱʙಅ৑ʼᜱʙಅ৑ʼᜱʙಅ৑↝↝↝↝ᡈඞᡈඞᡈඞᡈඞⅻⅻⅻⅻފފފފⅼ↭ↆ↎ⅼ↭ↆ↎ⅼ↭ↆ↎ⅼ↭ↆ↎⅛⅛⅛⅛    

訪問車のガソリン確保のために職員間でガソリン

スタンドの状況を連絡しあいガソリンの補充をおこ

なっています。一時間以上待つことが多く職員の休

憩を削っての対応となっています。可能なところは

出来る限り、自転車や歩いての訪問としています。

いつまで続くのか…。 

・ 訪問介護の現場では「電磁調理器」が停電で使えないことがあり、対応に苦慮しています。 

・ 昼間一人の方のお宅で停電し、エアコンの復旧をご本人ができないため息子様が帰宅までの

時間寒い中を過ごしていました。 

・ 職員間や利用者との連絡が（停電のため）電話連絡が取れず四苦八苦しています。 

・ 移動手段が車なので、地域によって信号が消えており、通常より慎重な運転を必要とされて

います。                         介護福祉部 副部長 本内    
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第第第第２２２２回支援物資回支援物資回支援物資回支援物資    

・ 紙おむつ 30枚入り 2個、24枚入り 3個 ・尿取りパッド 30枚入り 1個 

・ はくパンツ 30枚入り 1個、18枚入り 1個 

・ 小児用はくパンツ 30枚入り 1個 ・小児用おむつ 78枚入り 1袋 

・ 赤ちゃんおしりふき 生理パッド 6袋 ・ ガスボンベ 4個 

・ カイロ (大 60個、小 50個、靴下用 15足) 

・ 毛布 3枚  ・綿入り敷きパッド 2枚  タオル 30枚＋11枚 

・ 紳士用(長ズボン下 2枚、ランニング 4枚、長そでシャツ 16枚、靴下 7足) 

・ 婦人用(パンツ 10枚、シャツ 6枚、) ・ヨガマット 1枚 

・ 男児用パンツ 5枚、女児パンツ 5枚、子供シャツ 3枚 

・ アルコールタオル 2個 ティシュペーパー25箱 ・トイレットペーパー100ロール 

・ インフルエンザ看護 6個 ・ポケットコート 9個 

・ デンタルリンス 1本 ・清拭料 2本 ・ドライシャンプー3本 

・ 粥 2個 ・砂糖 3㎏ ・塩 4㎏ ・しょうゆ 1.8㍑ 2本 ・みそ 3㎏ 

・ 米 10㎏ ウエス 2箱 マスク段ボール 1箱 (ファルマさがみより) 



 

 
 

  

ƀ໎ܹƷЭưƸᲫʴưƸ˴ǋЈஹƳƍƕŴ 

ʴƱƷጟƕǓƕ˴ǑǓǋૅƑƴƳǓщƴƳǔᲛƁ 
 

ி҅∝᧙ிעٻᩗ ᇹ≔ഏૅੲᨛإԓ(3/14⊡17)  ஜᢿኵጢᢿ ̽߃ ᑣٽ 

 坂総合病院内は沢山の救援物資と各県連からの支援スタ

ッフ、現地病院のスタッフで溢れかえっていました。本部

で受付を済ませ物資の引渡し、支援行動の配置等の軽い打

ち合わせをしました。病院内での主の動きはトリアージの

色を分ける受付、トリアージ色別の処置室、入院病棟、支

援物資に仕分けと分けられていました。 

その中で私は赤トリアージ患者処置室での患者の容態や入

院病棟等の記録、検体を運ぶ「メッセンジャー」という仕

事へ割り振られました。 

そこでは容態が思わしくない急患の方が運び込まれ、医師・看護師の方々が迅速な処置を行って

いきました。１１日～１２日津波の影響で低体温や打撲、裂傷

などの症状での患者が多く、私達が対応していた１４日～１６

日は意識障害・呼吸障害等の症状で搬送される患者が多かった

です。そこでは残念ながら、亡くなってしまった患者の方もい

ました。 

搬送されるペースも昼から夕方が多く、一気に３人搬送された

時もありました。なるべく、医師・看護師の作業が妨げになら

ないようにと心掛けました。自分自身、組織部ということで元

気で健康な方と行動している事が多く、今回のような生死の間

際での現場は初めてでした。改めて自分が医療従事者であることを感じました。 

最終日は出発の前に多賀城市の周辺を散策しました。多賀城

市は先日、工業地帯でコンビナート火災があり、塩釜港から

の津波の影響で車やコンテナ、資材が道を塞ぎ、スーパーや

ＧＳ、給水場では沢山の人が並び、自然災害の恐ろしさを肌

で感じました。また、街全体が「復興」というよりも「今」

を何とか繋いで生活をしていました。 

災害の前では１人では何も出来ないという事、色んな人と

の繋がりが何よりも支えになり力になる事だと思いました。 
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ൟҔᡲ↞ↈↃⅳ≆ ྵૅעੲ−∃∞⇮≋1/3 ↚৷ቦ≌ 

ৎش၏ᨈ Ⴣᜱࠖ ޽ဋ↮↝↹ↄ⇂ 

病院に到着後は現地の看護スタッフの指示でそれぞれのシフトにつく。9 時～21 時と 21 時～9

時の二交代勤務。外来支援はトリアージブースで、患者を医師が赤、黄色、緑、黒に分ける。 

私は黄色ブースの夜勤に入った。 

夜間来院する患者で多かったのは熱発の乳児や幼児、喘息発作の子供、骨折や脱水の高齢者。避

難所で転倒しての骨折や食事が一日おにぎりひとつで脱水になった高齢者もいた。私の名札をみて、

「神奈川県から来たの？親御さんは心配してない？」と気遣って下さる患者さんもいた。余震はま

だ大きいものもあり、その度にお母さんが不安そうにお子さんの手を握っているのに、とても心が

痛んだ。 

 

17 日午前中は塩竃市立第三中学校の避難所へ医

療訪問に出かけた。 

避難所は、体育館に 170 名ほどの避難者がいた。男

性は自宅の掃除にいっている方が多いとのことで、

高齢者や子供が多かった。避難所ではやはり健康不

安を抱える人も多く、医療者がきてくれてほっとし

たということを言ってくださる方も沢山いた。避難

所でも徐々にインフルエンザなどの感染症が発症

しているようです。避難所はトイレが和式であった

り、行くまでに段差があったりと足腰の悪い高齢者

にはかなり辛いのだと話す方もいた。また、暖房機はほとんどなく、唯一の石油ストーブは、その

避難所で一番小さな赤ちゃんを抱える家族のところに置かれていた。 

 

坂総合病院の看護師長さんは「民医連は本当にすごい。支援の人材派遣も早いし、食料や支援物

資も沢山来る。来てくれた支援者の方々も意欲的で自分から動いてくれている」としみじみおっし

ゃっていた。今回の支援で看護師として様々なことを学ばせていただいた。本当に行って良かった

と思う。職場の皆さん、ありがとうございました。 
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፯ੲ᣿Пᢋ 337,895 ό 

ヘルメット 

よ～し 募金箱 
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現地支援レポート③ 

ૅੲƷ৖ƸǇƩǇƩ࣏ᙲưƋǔᲛ 齋藤彰久(3/14～17) 
 

少し、小高い場所に坂総合病院は位置し、12 時間勤務 2 交代制の 24 時間体制を維持し、地域の救急

受け入れの医療機関として機能していました。全国からの支援も多数入り、駐車場は様々の地域のナン

バープレートで埋め尽くされていました。災害対策本部は 2階に位置し、常にプロジェクターでテレビ

映像が映し出され、様々な情報が掲示されていました。朝の 8 時 30 分と夕方 17時に全体会議が開催さ

れ、現状の報告と確認、支援に入った県連が紹介されると一斉に大きな拍手が「民医連」が大きな「絆」

で結ばれていることを実感しました。支援物資も順次仕分けされ、廊下に並んでいました。 

坂総合病院は救急指定の医療機関として入口にてトリアージさ

れ、緑・黄・赤・黒にそれぞれ分けられ、各ブースで対応する動

きになっており、一般外来（慢性疾患の処方）は近隣のクリニッ

クにて行われていました。私たちは黄色ブース（島田）、赤ブー

ス（倉崎・齋藤）に分かれて看護師としての業務と事務は「メッ

センジャー」と総称され、血液等の検体を検査室に運んだり、家

族から基礎データ（生年月日・住所等）を聞き出したり、入院が

必要となった患者さんを病棟まで搬送したりすることが主な任務

となりました。 

◆倉崎・齋藤の主な動き 

15 日 9 時～14 時（赤ブース）   14 時～20 時（休憩）   20 時～16 日 14 時（赤ブース） 

13 時～19 時（休憩→被災地を歩く）19 時～22 時（赤ブース） 17 日 9時～12 時（被災地を歩く） 

 赤ブースでは支援中およそ 30 名の方が運ばれ、残念ながらその場で死亡確認がされた方が 2 名い

らっしゃいました。震災発生から 17 日の正午まで 103 名の方が赤ブースに運ばれていました。主訴も

時間が追うごとに変化し、発生当初は「低体温状態」の患者さんが多く、残念ながら亡くなられる方が

多い状況から小児の「てんかん」や PTSD、避難所からの高齢者の「意識消失」等、職員の話によると 

疾患は日常の受け入れ状態に戻ってはいるが、明らかに震災が原因しての疾患であるとの言葉がありま

した。 

全国からの支援者は支援者用に開放されたデイサービス室を利用し休憩や仮眠がとれる状態でした。

17 日午後 1 時に現地を出発し、福島の原発を気にしながら東北道を走り、午後 7 時 30 分に無事に戸塚

診療所に到着しました。現地の任務は常に変化をすると思われます。これからは地域活動が中心になる

と思います。支援の手はまだまだ必要であることを実感し、帰路につきました。 
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支援先支援先支援先支援先のののの坂総合病院坂総合病院坂総合病院坂総合病院    

長靴 よ～し! 
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／平塚ブロックも社保協と統一募金活動／ 
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停電対応に追われています。設備面では断水、電話不通となるので検査、健診のキャ

ンセル対応。計画停電になると小田急の運休で来れない医師もいるので、代診手配など、

あと、薬の入荷が遅れています。 

今度、診療所の建設あれば 1・2 階は給水ポンプを使わず、直結配管ですね。それから、

電話は最低アナログを 1回線のこしておくことなど、いろいろ考えさせられました。 

茅ケ崎ブロック 
3/20（日）11：00～12：00 ヨーカドー前 
組合員 12 名、職員 2名、 募金 103,637 円 
 茅ケ崎にある高校生たちが集まってデッキ

で頑張っていたので、元気がでました。 

平塚ブロック(平塚社保協の統一行動) 
 3/20（日）11：00～12：00 平塚駅北口 
 組合員 10 名、職員 2名、 社保協全体で 28 名 
  

第第第第 3333 次次次次支援物資支援物資支援物資支援物資    

・サージカルマスク 50枚×40    ・ティシュペーパー25 箱 

・トイレットペパー60ロール    ・紙おむつ 26 枚×2、 

・ウエットティシュ 10個      ・45 リットルゴミ袋 10 枚×10 

・インスタントコーヒー6 本    ・小児用パンツ 34 枚×1、38 枚×1、54 枚×1 

・赤ちゃん用おしりふき 8 個    ・マスク 50 枚×28 個（さくらんぼ薬局） 

・紙おむつ 50 枚、フラットタイプ 30 枚×3 

・リハビリパンツ 11 枚×4、10 枚×1、20 枚×1、30 枚×１、18枚×１ 
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22 日 16 時に到着しました。22 日 22 時からトリアー

ジ体制から通常診療体制へ移行するとのこと。電子カ

ルテも稼働。避難所の中には今日から水が出た所もあ

り、家に帰れる人もいるそうです。 

22 日は 17 県連が支援に到着しました。初日は打ち

合わせのみ、いよいよ活動開始です。 

 

 

＜＜＜＜現地支援現地支援現地支援現地支援レポートレポートレポートレポート④④④④＞＞＞＞    

                               

 初日は、夕方に到着。坂総合病院の対策本部を見学し、全国からの支援者が、坂総合病院の職員のよ

うにきびきび活動しているのに驚きました。隣のクリニック 7 階に、寝泊りしている支援者とお話し、

周辺の真っ暗な町並みを見下ろし、何が出来るのか不安と緊張を感じながら、熟睡。次の日、私だけ長

町病院と指示され、鳥取の帰る車に乗せてもらい、津波に破壊された、町並み、車の長い列を見ながら

移動しました。ガソリン、生活物資を買い求める被災者が気になりました。 

 津波被害の大きかった若林区の先に長町病院があります。隣にある、クリニックは築 40 年の 5 階立

て、真ん中に大きな亀裂が入り、立ち入り禁止です。若林クリニックのある周辺の避難所を回り、被害

にあった方の話や、津波に流され、4 時間漂って、助けられ、昨日から足が痛み出したと見ると打撲擦

り傷があり、腫れていました。眠れない、胃が痛むなどの訴えが増えて来ているようでした。これから

の課題として、避難所や地域で、燃料不足もあり、受診できない人をどう支援していくかが議論され低

増した。 

 長町病院は 150 床で、今回 20 床、災害緊急受け

入れ病棟を 5 階のリハビリスペースに急遽作りま

した。神戸や、十勝、石川、長野の支援ナースが、

交代で責任を持って 24時間看護していました。そ

こで、在宅酸素、DM で要インシュリンの方,経管栄

養、車椅子、聴覚、視覚障害があり、退院困難、

介護者が被災、自宅が倒壊で、入院となった方々

を、ベッドを入れ、カルテはないので、用紙をつ

くり、ケアーしました。お互い休憩や、食事、仮

眠を取りながら、神戸の震災の経験を聞きながら、

にわかチームで看護してきました。こんな経験も

貴重です。送り出していただき、貴重な体験をす

ることが出来ました、本当にありがとうございま

した。 

Ҕၲဃңⅺ↙ⅻ↾ဃ෇ңӷኵӳ                

Ⅶிଐஜٻᩗ໎Ⅷݣሊஜᢿ⇱∋∞⇟ 

2011 ࠰ 3 உ 24 ଐ(ங) 9 ଺ 00 Ў   No.18 

፯ੲ᣿Пᢋ 714,028 ό 

深沢中央診療所 

栗山晶子 

夕方の打ち合わせ 



 

 
 

  

ᚘဒͣᩓ↝ᢃဇⅻኬЎ҄ↄ↻↭ↈ 
東京電力 プレスリリース 2011年 3月 23日  「３月 24日（木）以降の計画停電の実施予定等について」より 

計画停電の運用改善について    ～グループの細分化等～ 

  計画停電の運用については、現在、計画停電対象地域を第１グループから第５グループの５つのグ

ループに区分し、グループ単位で計画停電の実施をお知らせしておりますが、今後は、今あるグループ

の中に、５つのサブグループを設け、グループの細分化を行います。（３月 26日(土)実施目途）これ

まで、グループの全地域を停電させていただくケースと、グループの一部地域のみを停電させていただ

くケースがあり、お客さまにとって、正確な停電対象地域が分かりづらい面があったため、これを改善

するものです。 例えば、電力需給が逼迫している場合は、グループ単位で停電させて頂きますが、春

は電力需給逼迫が一時的に改善されるため、グループの一部に停電地域を限定するケースが増えると考

えられ、今回、こうした見直しを行います。 

 グループの一部のみを停電させていただいた場合、次回は、停電しなかったお客さまから順番に停電

させていただく等、不公平が生じないような取り扱いをいたします。 

【グループ細分化のイメージ】 

 

 また、これにあわせ、計画停電の見通しについて、以下の例のような、お客さまによりきめ細かくお

伝えする方法を導入する（３月 26 日(土)以降、グループ細分化の定着状況を見極めた上で実施）など、

引き続き更なる運用改善に向けて努めてまいります。 

 

【予報マーク(例)】 
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うれしいうれしいうれしいうれしいニュースニュースニュースニュースですですですです！！！！    

わかめわかめわかめわかめ・・・・こんぶのこんぶのこんぶのこんぶの「「「「マルトモマルトモマルトモマルトモ水産水産水産水産（（（（気仙沼市気仙沼市気仙沼市気仙沼市・・・・千葉友治千葉友治千葉友治千葉友治さんさんさんさん）」）」）」）」

についてについてについてについて、、、、各所各所各所各所からからからから安否安否安否安否をををを気遣気遣気遣気遣うううう声声声声がががが上上上上がっていましたががっていましたががっていましたががっていましたが、、、、

3/223/223/223/22 消息消息消息消息がががが分分分分かりましたかりましたかりましたかりました。。。。ごごごご本人本人本人本人、、、、ごごごご家族家族家族家族ともにともにともにともに無事無事無事無事ですですですです。。。。

よかったよかったよかったよかった！！！！！！！！！！！！    

 【組織部 長谷川さんが検索、電話連絡した経過】 

消息情報サイト（グーグル パーソンファインダー）にて検索

したところ、埼玉にお住まいの方で消息をつかんだ方がいました。

仮にＡさんとします。長谷川さんよりＡさんに電話。以下、聞き

取った内容。Ａさんもマルトモ水産利用者で、安否について心配

していたところ、お孫さんがこのサイトに情報を載せてくれて、

それを見た方からの情報で安否が分かったとのこと。残念ながら

仕事場は被害に遭われたようですが、「5月くらいには再開したい」

とおっしゃっていたそうです。 
 サイトを見た他の利用者の方からは、「送金できなくて困ってい

ました。今日郵便局に行きます。お困りの品物はありませんか？」

との書き込みがありました。情報を聞き付けた職員も早速お見舞

いの書き込み。組合員、職員が、普段温かいつながりの中で利用

しているマルトモ水産は、全国でも同じようなつながりづくりで

活躍しているようです。    頑張頑張頑張頑張れれれれマルトモマルトモマルトモマルトモ水産水産水産水産！！！！    
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23 日、小玉さんは 4 ヶ所の避難所訪問。水道の出ている所と出ていない所で、食事に

大きな差あり。また水道の復旧した地域では、避難所に昼間行っても人数が少なく、夕

方から急に増える。鈴木さんは物資担当で、坂総合病院に続々届く物資を避難所へ届け

ています。これも避難所によって差があり、要求にマッチしていれば喜ばれるが…。と

にかく時間差があるので、難しいようです。小林は支援者の受付でした。岩手の受け入

れ準備が遅れているため、支援者が坂に集中。本日だけで 100 人近く到着しました。全

日本の事務局は、徹夜で翌日の振り分け表を作っていますが、采配限界の様子です。人員が余っている

と言えば余っていますが、それも今一時かもしれません。言われたように動くのみです。病院が通常診

療体制になり、避難所にも民医連以外の支援が入って来ているので、次に進む時期なのでしょう。 

 

坂総合病院の職員の様子です。水道が復旧していない地域の職員には、震災後病院にずっと泊まって

勤務を続けている人もいます。私の隣で今眠っている方も、看護師で、これから深夜入りです。家を流

された看護学生は、震災後ずっと支援

者と一緒に泊まって、働いています。

25 日の国資の発表を待って、坂総

合病院の職員になる予定の奨学

生です。本日、津波に流された訪

問看護ステーションの職員の遺

体が発見されたそうです。 

 

支援者は夕方 4時頃着で、翌日

スタートが、現地事務局に迷惑か

けないようです。病院内は電気、

水道は不自由ないです。病院隣の

クリニックに宿泊出来れば、寝袋

さえ要りません。しかし、支援者

が多く、クリニック以外の宿泊先

になると寒いと思われます。カッ

プラーメンを食べるために電気

ポットがあると便利です。今は他

県連から借りて使っています。ケ

ファールのようなやつがあると

便利。 

本日は、病院通常業務支援、避

難所まわりに加え、地域の友の会

会員訪問が始まりました。 
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